
基本情報

実績情報

実績 ―

単位

―

施策
番号

施策 0103 生活習慣病について知ることで、区民自らが健康管理できるようにします

実績 1.67 1.36

昭和52年度 根拠法令

区単独（委託）

成果指標

35歳以上の区民

あり裁量区分

実施内容
（事務事業の実施
内容、手段、過去
の改善実績等）

事務事業目的 胃がんり患者を早期に発見し、早期治療に結びつける。

指標の根拠 単位

受診率 受診者数÷対象人口 ％
1.59

【概要】
　胃がん検診を実施することにより、胃がんの早期発見・早期治療を促し、区民の健康維持
と健康増進に資することを目的としている。
【実施内容】
　胃がん検診は国の指針に基づき死亡率の減少効果が確立している公共的な予防対策(対策
型検診）として推奨されているバリュウム飲用でのエックス線間接撮影により実施してい
る。
①35歳以上の区民対象
②区広報紙・区ホームページ・はなしょうぶコール等で希望者を募集
③費用は自己負担1,000円
④検診事業者に委託をして、検診車により実施。
⑤健診場所は保健所・金町は定員100名（検診車２台）小菅、新小岩、水元保健ｾﾝﾀｰは50名
（検診車１台）。
⑥読影は医師会と検診委託業者で実施し、結果取りまとめ後、保健所から結果を受診者へ送
付する。
【改善実績】
①はなしょうぶコールによる電話受付と電子申請の活用によりいつでも検診の申し込みをで
きる体制とした。
②区民が目にする広報かつしかへの継続的な掲載や封筒等印刷物に受診勧奨のキャッチコ
ピーを入れる等受診率向上のための周知啓発を図った。

開始年度

対象者

性質区分 健康診査・検診 実施形態

担当課 健康推進課

健康増進法・がん対策基本法

事務事業名
重点評価
区分

重点
担当部

胃がん検診
保健所

精密検査受診率
精密検査受診者数（区が
把握している受診者数）
÷要精密検査者数

％

受診者数 ― 人

２　活動指標の達成状況

指標の根拠活動指標

目標

精密検査受診者数
区が把握している受診者
数

人

― ― ―

― ―

平成25年度事務事業評価表（基本）

１　成果指標の達成状況

１　事務事業の概要

２　施策及び事務事業目的

区分 ２２年度 ２３年度 ２４年度

目標 2.52 3.02 3.52

75.00 75.00 95.00

実績 91.93 89.29 89.27

区分 ２２年度 ２３年度 ２４年度

目標 4,500 4,500 3,600

実績 2,835 2,339 2,744

目標 300 200 300

実績 148 225 233

目標 ― ― ―

実績 ― ― ―

― ―

目標 ― ― ―
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円 9,002

単位の定義

実績数値（g） 人 2,744

単位あたり区単コスト（a/ｇ） 円 7,799

単位あたりコスト（ｆ/ｇ）

千円

退職給与引当

減価償却費

2,744

印刷製本費

21,401

千円

440

千円

間接費（ｄ） 千円 155

千円

0

支
出

（控）コスト対象外

千円

19,327

77収
入

一般財源（a）

千円

国庫支出金

項目 単位

調整額（ｅ）

再雇用職員
人

千円

人件費

千円

千円職員人件費（ｃ）

直接事業費（ｂ） 千円

千円

22

千円

千円

委託料 千円 18,430

消耗品費

通信運搬費

トータルコスト（ｆ）
（ｂ＋ｃ＋ｄ＋e）

３　コスト内訳（決算）

435

千円

特
定
財
源

都道府県支出金

その他

千円

金利 千円

千円

24,702

４　単位あたりコスト

項目 単位 ２４年度

人 0.60

480

0

0.00

0

千円

0

千円

千円

4,740

千円

千円

480

千円 0

延べ受診者数

4,740

２４年度

2



過年度の実績状況の評価と今後の方向性

成果指標 単位 区分 ２７年度２５年度

目標

目標

指標の根拠・計算式など

実績状況の評価

今後の方向性

改善

継続

 平成18年にがん対策基本法が成立され、受診率向上の機運が高まっているにも
かかわらず、胃がん検診受診率は全国的にも18年度～21年度：12.2%→11.8%→
10.2%→10.1%と低迷したままであり、これは上記のような現行の胃がん検診（バ
リウム飲用Ｘ線検査）特有の事情が影響していることも考えられる。受診率の向
上策として、幅広い年齢層への周知方法の検討、検査体制の数量的な拡大（受診
回数の増加）などが考えられるが、それらが受診率向上に直結するかの判断は難
しい。

　当区で比較的受診率向上の高い肺がん検診を参考に考えると、受診率向上のた
めには、「身体的負担が少ないこと」と「アクセスビリティーを高めること」の
両方を備える必要がある。よって、例えば、身体的負担が少ない検査で区の特定
健診などと同時に受けられる方法等を検討し、区民自らが胃がんリスクを自覚し
健康管理できる機会を提供するなどの改善策も視野に入れる必要がある。

　胃がん検診は、国の指針に基づき死亡率の減少効果が確立している公共的な予防対策(対
策型検診）として推奨されている、バリュウムでのエックス線間接撮影により実施してい
る。
　受診率・受診者数については、平成23年度を除き、ほぼ横ばいであり、国のがん対策推進
計画に定める当面の目標受診率（40％）には大きく及ばない。
　受診率低迷の要因としては、受診者の高齢化に加え、放射線被ばく、バリウムの誤嚥、腸
閉そく等の偶発症、装置からの転落等への懸念等が少なからず影響していると考えられる。
　また、検査体制にも課題がある。（①区内医療機関で検査設備を備えているところが少な
く処理能力に限りがあり、包括的に委託することができない。②業者による保健所・保健セ
ンターでの限られた日数での実施となる。③高齢化に伴い高齢者の誤嚥等の危険が増加する
恐れがある。）

活動目標 視点 活動指標 単位

２　今後の活動目標及び活動指標の目標値

２６年度

２６年度 ２７年度区分 ２５年度

目標

目標

目標

「今後の方向性」に基づく取組内容

１　今後の成果指標の目標値

平成25年度事務事業評価表（重点評価）

事務事業名 胃がん検診
担当部

担当課

目標

保健所

健康推進課

行政評価委員会の意見や予算編成等の結果を踏まえ、年度末
に記載し、区民に公表します。
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このページは白紙です。 
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胃がん検診　流れ図

申込

受付・募集

電子； 飾区公式サイト

受診票発送 電話；はなしょうぶｺｰﾙ

郵便；広報かつしか周知
窓口；健康推進課 Ｈ24申込み数実績

胃がん　　3,627人

受診

バリウム飲用の胃X線（間接撮影）
保健所・各保健センターで実施
委託業者が検診車で撮影 Ｈ24申込み受診数実績

胃がん　　2,744人

要精密検査
フイルム読影

医療機関で精密検査
保険診療（自己負担）

24判定実績

フイルム読影判定 異常なし　　2,511人　

要精密　　　　233人

結果発送

健康推進課 が発送

精密検査の勧奨通知

精密検査実機機関から結果を収集
未受診者へ勧奨通知発送

健康推進課

委託業者　または
医師会

健康推進課

受診者

250716

異常なし

要精密検査

受診者

受診者
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このページは白紙です。 
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対象者数 受診者数 受診率(%)
受診率順
位

対象者数 受診者数 受診率(%)
受診率順
位

対象者数 受診者数
受診率
(%)

受診率順
位

全　国 41,317,408 3,809,890 9.2 ― 41,610,612 7,087,151 17.0 ― 42,446,412 7,649,103 18.0 ―

東京都 4,979,919 250,551 5.0 ― 5,107,282 351,838 6.9 ― 5,276,138 851,942 16.1 ―

東京都区部 3,320,646 178,241 5.4 ― 3,391,880 272,434 8.0 ― 3,549,918 580,762 16.4 ―

飾区 149,632 2,172 1.5 20 164,719 68,269 41.4 1 163,976 25,769 15.7 14

当該年度
b

前年度
c

2年連続
d

当該年度
b

前年度
c

2年連続
d

全　国 25,535,265 2,523,008 2,541,993 400,863 18.3 ― 33,641,302 4,516,207 4,666,826 1,168,082 23.9 ―

東京都 2,879,401 241,005 235,762 13,912 16.1 ― 4,032,217 389,557 402,384 47,618 18.5 ―

東京都区部 1,910,366 166,340 160,901 11,056 16.6 ― 2,698,853 278,662 287,162 27,846 15.0 ―

飾区 91,297 5,281 5,062 ― 11.3 21 115,571 14,271 14,622 6,169 19.7 13

出展：平成２３年度地域保健・健康増進事業報告

（注）上記の数値は、 国の指針による対象年齢 (40歳以上、子宮がんのみ20歳以上) を基準に算出している。

平成２３年度　がん検診受診状況

胃がん
肺がん

(胸部エックス線検査)
大腸がん

乳がん
(視触診方式及びマンモグラフィ)

子宮がん
(頸部）

対象者数
a

受診者数
受診率(%)
(b+c―d)/a×

100
受診率順位

対象者数
a

受診者数
受診率
(%)
(b+c―
d)/a×
100

受診率順位

1
1

別
紙

３



このページは白紙です。 
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基本情報

実績情報

２３年度

4,500

実績

目標 3,500 4,500

148

目標

200

225

実績 ―

実績 231

87.83 91.93実績 89.29
精密検査受診率（公募Ｘ線）

精密検査受診者数（区が把
握している受診者数）÷要
精密検査者数

成果指標

１　成果指標の達成状況

事務事業意図 胃がんり患者が早期に発見され、早期治療に結びついている。

２２年度 ２３年度指標の根拠 単位

対象者

あり裁量区分

35歳以上の区民

昭和52年度 根拠法令

区単独（委託）

開始年度

性質区分 健康診査・検診 実施形態

保健所

担当課 健康推進課

健康増進法・がん対策基本法

１　事務事業の概要

事務事業名
重点評価
区分

―
担当部

胃がん検診

健康診査・検診

3.02
受診率（公募Ｘ線） 受診者数÷対象人口 ％

目標 2.02

実績

区分 ２１年度

75.00

1.361.52 1.67

【概要】
　胃がん検診を実施することにより、胃がんの早期発見・早期治療を促し、区民の健康維持
と健康増進に資することを目的としている。

【実施内容】
①35歳以上の区民対象に区広報紙・区ホームページ・はなしょうぶコール等で希望者を募集
（公募・有料1,000円）し、検診事業者に委託をして、検診車により実施。保健所・金町は
定員100名（検診車２台）小菅、新小岩、水元保健ｾﾝﾀｰは50名（検診車１台）。読影は医師
会と検診委託業者で実施し、結果取りまとめ後、保健所から結果を受診者へ送付する。
②区内指定医療機関に委託実施している特定健診の受診時に、40・50・60歳で希望がある場
合に萎縮性胃炎検査（有料500円）を実施し、その結果により陰性となった者にも公募胃が
ん検診受診を勧奨することで受診者を増やす。

施策

名称

意図

実施内容
（事務事業の実施
内容、手段、過去
の改善実績等）

定期的な健康診査・検診により、区民の疾病の早期発見ができている。

２　活動指標の達成状況

指標の根拠 単位 区分 ２２年度活動指標 ２１年度

受診者数（公募Ｘ線） ― 人

目標

実績

目標

―

精密検査受診者数（公募Ｘ線）
区が把握している受診者
数

人

― ―

― ―

―

――

―

―

―

２　施策及び事務事業意図

平成24年度事務事業評価表（基本）

％
目標 75.00 75.00

2.52

2,339

― ―

―

―

300

―

2,660 2,835

―

―
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0

千円

退職給与引当

千円

350

24,206

0

630540

0

千円

項目 単位

特
定
財
源

都道府県支出金

その他

収
入

一般財源（a） 千円

0.80

３　コスト内訳（決算）

0

100

3,060

24,900

139

540

0

0

630

0

24,069トータルコスト（ｆ）
（ｂ＋ｃ＋ｄ＋e）

千円

0

350

調整額（ｅ）

支
出

（控）コスト対象外

委託料

0

0

減価償却費

金利 千円

千円

千円

24間接費（ｄ） 千円 0

0

0.00

0

00

5,160 4,860

388

454

17,700

21,790

66

2,660

17

459

23

人

0.00

千円

人
再雇用職員

２１年度

千円

千円

国庫支出金 0

0.00

5,160 4,860

0.70

5,600

5,600

0.60

千円

千円

20,814

20

18,782

420373

千円

19,390

16,85817,883

直接事業費（ｂ）

消耗品費

千円

千円 18,507

印刷製本費

通信運搬費

千円

千円

職員人件費（ｃ）

千円

千円

千円

人件費

千円

２２年度

0

2,835

487

４　単位あたりコスト

項目 単位 ２１年度 ２２年度 ２３年度

20,313

２３年度

8,538 10,290

単位の定義 延べ受診者数

実績数値（g） 人 2,660 2,835 2,339

単位あたり区単コスト（a/ｇ） 円 8,192 7,342 8,684

単位あたりコスト（ｆ/ｇ） 円 9,361
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